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B－97　自転今走行･こ廬したスカ-トの形態について
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　目的　自転車|ま手軽な交通機関として序くヽ利用されてあり，扶的て･･ヵヽつ守全なえ行きぷヽ

こねうためにIよ，衣服の形態や問題にrib。ｆこて･■, 分子学生を特象･こ着衣ﾉ隻の高いスカ

ート左取りこヽT"，その問題点左見極めるため，これまて哺転車良行中の下阪のうこヽ乏の親

祭左行なって5 Tz。今印剣　こ<T)観祭a果,こ基アき，樗熊的なスカ~ トと試作遠用し，芒

の形態と孤服尽との関連, 及c*.-＼tき,LliJte
,くついて桟討すら。

　方汰　すそ包囲寸瓜,ま前回賓精，及α一々y学生局急について行なった予備実験により設

児した。試着孤スカートの形態は，八型　前面正中線ひだ｀，B-,≪.≪.ダB-2型　前面積線

ひだ，c型　前面稜線，側方ひだ　D型　ブレYーO S種類r･ある。頬験淆ヽ^予備実験考

中，禰碑体の満i ゐ左送ひ，衣服尽測定，及ひヽはきILL' ±1*じ欠の方広て･･調べ｀た。Ｉ　衣服瓜

測た■■坂道登坂走行時色想足した自転卑左便吊し, 被験為の体とスカートの間Iこ抵杭葬歪

計の圧力支換器色押入固足し, それt･れの部位r.よヽ･T も荷圧－左求めた。１　はき心地■

平タ旦及Tx坂道登坂のある道路との走行に於て，スカート5種類の試着感£ 比較検討した。

　祁条　荻服尽測定T･ヽ荷圧左受けな抑佃よ，A型のヒi,鼠径部心)股関昨こめバ，B

-I f!.& こ*.-B一之聖で･は股関節･こ，DlLは膝関節及月を関節-L抑でヽあ%．C型の荷斥｡副番ヤで，

ある。統って, 最も機能的な形態は，前面稜線ヵ丿芦線にわヽけて分散したC 型ヵり尺いこと

にTよ^。また，ほわに地のか,ヵヽらも，自転車走行中，開脚の頻度の激しいとこう･こぴだヵヽ゛｀

取られており，坂道の時も全く窮罵で･≪< 快的tヽおもこの同一見解州昇ら眠た。ti あヽ，す

ぞ包囲寸鳶。a, 膝関節位・で太腰まめり実寸哩,の＼S0か吋れi3rよいことめ眼祭された。
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　　　　船す八に対す以加ﾂ首枇井ス

　目的第／報り､茅3 報i､での実験中鍵鹸渚りうち・ずれ手砧と較的小さりド対L

て聞タ牡り調査を行っ犬ころ　卜高殺在学f 3ﾍｰｷ平間又衣づ/7ラフエ所属して練

習に励いご秀゛隨*｀つ八。争回はコヽ削ﾌふ揮動部I で剌むK表^gf とレて対外試なや今

・)他に参ﾉｹ咄場しrこ紐瞼りつ渚を/ 7-'ﾚｰﾌ･とレ々れりの紅瞼£ノtぐi A:なヽヽ67-Iレ

ーれを比殺してす八手.: 丿)わな希熹･ヽ゛あら^ヽをみる卵^で看装別

　カ去雇晩考であらスボ゜-ﾂﾞ滉ヤぱ蔵匿尹●･又体猿浪浪りリ･て'。ハ）　ソト7 1

> 7-プラス､パ≒／卜抒のz名ば外々/刀体に洪演でふ穆友かこおげりヽ'レうプ和・レ

てお').　‥すら/ﾀ加女･チ短起生であら。哭暖机考簾方汰。歩俘棟頻　測定々位･l前

回t 同坪で　/岬矛乙み干<n ぶ月下りiうr月t.かこ川ド気ぷの応絢ｼﾞ安定Iて･べ昨

期に抑芭しtこ。
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